
 

 

平成 24 年 3 月新規学卒者の求人・求職・就職状況（平成２４年３月末現在） 

- 高校生の就職内定率は過去１０年間で２番目に高い数値 – 

 

   高知労働局は２６日、平成２４年３月新規学卒者について、平成２４年３月末現在の求人・求職・就職状況を

取りまとめました。 
 
 
  【高校新卒者】 
   ○就職内定率  ８９．２％で、前年同期比１．８ポイントの減。 
   ○就職内定者数 １，０５８人で、同１．１％の増。 
   ○求人数    １，２２８人で、同２．９％の増。 
   ○求職者数   １，１８６人で、同３．０％の増。 
   ○求人倍率   １．０４倍で、前年同月と同じ。  
 
  【大卒新卒者】 
   ○就職内定率  ８７．７％で、前年同期比１．４ポイントの増。 
   ○就職内定者数 ９５９人で、同４．８％の増。 
   ○求人数    ４，６０４人で、同６．５％の増。 
   ○求職者数   １，０９３人で、同３．１％の増。 
   ○求人倍率   ４．２１倍で、同０．１３ポイントの増。 

 
 
 

 
 
  14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

求人数 637  670  671  686  761  813  813  552  640  758  

求職者数 930  1,016  858  755  816  677  672  663  698  721  

内定率 73.5  74.4  74.7  80.7  76.6  79.6  78.3  74.7  86.4  83.8  
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【高等学校概況】 
 ①県内求人数は７５８人で、前年同期に比べ１８．４％増加した（前月比５人増）。県外求人は４７０人で前年 

同期に比べ１５．０％減少した（前月と同数）。求人総数では１，２２８人で前年同期と比べ２．９％増加した。 
②県内求職者数は７２１人で、前年同期に比べ３．３％増加した（前月比２４人増）。県外求職者数は４６５人で

前年同期に比べ２．６％増加した（前月比２人増）。求職者総数では１，１８６人で前年同期と比べ３．０％増

加した。 
③県内求人に対する県内就職希望者の求人倍率は、１．０５倍で前年同期を０．１３ポイント上回った。対して県

外求人に対する県外就職希望者の求人倍率は１．０１倍であるが、前年同期を０．２１ポイント下回り、平成５

年度以降で過去最低となった。全体では１．０４倍で前年同期と同じ数値となった。 
④県内求人を産業別にみると、建設業、製造業、卸売業・小売業、生活関連サービス業・娯楽業で１０人以上求人

数が増加した。（前年同月比） 
⑤就職内定者数は、全体で１，０５８人となり、前年同期に比べ１．１％増加した。また、県内事業所への就職内

定者数は６０４人となり、前年同期に比べ０．２％増加した。 
⑥就職内定率は、全体で８９．２％となり、前年同期を１．８ポイント下回ったが、３月としては過去１０年間で

２番目に高い数値となった。また県内就職内定率は８３．８％で同じく過去１０年間で２番目に高い数値となり、

県外就職内定率についても、９７．６％となり同じく過去１０年間で２番目に高い数値となった。 
 

【大学概況】 
・就職内定者数は、全体で９５９人となり、前年同期に比べ４．８％増加した。また就職内定率は、全体で８７． 
７％となり、前年同期を１．４ポイント上回った。 
 

＊今後の取組 
高知労働局・ハローワークにおいては、未内定の学生・生徒に対して学校と連携してジョブサポーター等による個別

支援を実施したところです。（別紙１）（別紙２） 
 
具体的には 

 ①高校生に対しては、１２月以降に各高校で未内定者に対するハローワークガイダンス（ハローワークの利用説明会） 
を実施し、１２月末現在の未内定者２７１人の内、２１３人が登録し、ハローワークと高校が連携し、就職支援を行っ 
たところ、３月末までに７７人が就職内定となりました。 

 ②大学生に対しては、大学の協力のもと、大学への出張相談、就職支援セミナーを開催し、平成２３年度は２７７人が 
就職内定しました。 
 

現在は、６月末までを目途に未就職卒業者を「ひとりにしない」ため、下記のようにジョブサポーターによる集中的 
な個別支援を実施しています。 
①高校生に対しては、未就職卒業者に対して、ハローワークから求人情報の定期的送付、ハローワークへの継続的な来 
所勧奨等の取組を実施していきます。 
②大学生に対しては、未就職卒業者に対して、県外に帰郷された学生を含めてハローワークから求人情報の定期的送付 
や、帰郷先の就職面接会の情報提供、新卒応援ハローワークの案内等を行っていきます。 
また、ハローワークに未登録の学生に対して、登録勧奨を行っていきます。 

③さらには、未就職卒業生に対して、既卒者を採用する事業主への奨励金(*)を活用して求人の確保等を行っていきます。 
  (*)以下のa.bいずれの奨励金も平成２４年６月末までにハローワークから紹介を受け、平成２４年７月末までに雇用開 

始した労働者が支給対象となります。 
a.３年以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金・・・正規雇用から６ヶ月定着した場合に、１００万円支給 
b.３年以内既卒者トライアル雇用奨励金・・・トライアル雇用期間（原則３ヶ月）：１人につき月額１０万円 
                     正規雇用から３ヶ月後：５０万円支給 

 
   
     なお、５月１６日に高知県知事、高知県教育長、高知労働局長の連名で、「平成２５年３月新規高等学校卒業予定者への 
    求人の早期提出と採用拡大についての要請」を県内主要経済４団体、高知県工業会におこないます。 











 
 
 

「ジョブサポーター」を抜本的に増員（※）、ハローワーク・新卒応援ハローワークで学校と連携した
きめ細かな支援を行っています。 

【就職者数】 平成22年度（平成22年９月～23年３月末） ５８０人   平成23年度（平成24年３月末までの速報値） １，６６７人 
 

※928人（平成22年度当初）→1,753人（経済対策（平成22年９月10日））→2,003人（緊急総合経済対策（平成22年10月８日））→2,103人（平成23年度一次補正） 
 →2,203人（平成23年度三次補正）→2,300人（平成24年度） 【全国】  
 

 

  
 
 
 

 

【主な活動】  

○ 新卒者・既卒者向けの求人開拓 （平成23年度は６０１人分を開拓） 

○ 担当者制の個別支援（定期的な求人情報の提供、応募先の選定や就職活動の進め方の相談、 

  エントリーシートや履歴書などの作成相談、面接指導など） 

○ 学校担当者制による、出張相談（平成23年度407回、相談件数868件）・就職支援セミナー 

  （平成23年10月～24年3月末47回、参加者680人）など学校のニーズに合わせた支援 

○ 職業適性検査やハローワーク利用説明会、各種ガイダンス・セミナーなどの実施 
【新卒応援ハローワークで相談】 

「ジョブサポーター」の抜本的増員によるきめ細かな支援 

○文部科学省・経済産業省との連携による「卒業前最後の集中支援」（平成22年度からの取組） 
 

卒業が迫った年度末には、卒業までの就職を目標に、学校等の協力を得て新卒応援ハローワークやハローワークへの未内定者の誘導、
ジョブサポーターによる電話等での来所の呼びかけ・来所者への個別支援、面接会の集中開催などを実施。 

平成22年度は１９２人が就職（23年2～3月）、さらに卒業後も３か月以内の就職を目指し集中的に支援、６月末までに１６０人が就職。 

  
 
 
 

 

○保護者への働きかけも進めています！ 
 

労働局等から学生・生徒の保護者に、就職をあきらめないこと、中小・中堅企業にも目を向けること、新卒応援ハローワークやハロー

ワークを積極的に活用することなどを呼びかける啓発文書を送付。平成23年度（平成24年３月末まで）の送付件数は１，８２４件。 
 

 

  
 
 
 

○「地域若者サポートステーション」との連携によるニート等の若者の就職支援に取り組んでいます！ 
 

 

就労準備ができたニートなどの若者を「地域若者サポートステーション」と連携し、ジョブサポーター等がケースワーク方式で支援。 
1 

ハローワークで新卒者の就職支援を進めています！ 
 高知労働局・ハローワークでは、将来の日本を担う新卒者が安定した仕事に就けるよう、新卒者・既卒者の就職支援を進めています。 

(別紙1)  



 
 
 
 
 
 

全都道府県に、就職活動中の学生・既卒者の皆様が利用しやすい専門のハローワークとして「新卒応援
ハローワーク」を設置しました（平成22年９月24日～、平成24年４月1日現在5７カ所）。 
※高知新卒応援ハローワーク実績 (高知市帯屋町2-1-35片岡ビル３階 TEL 088-802-2076) 

【利用者数（延べ）】平成22年度（平成22年９月～23年３月末） ２，７４７人  平成23年度（平成24年３月末までの速報値） ３，８６０人  
 【就職者数】 平成22年度（平成22年９月～23年３月末） １９２人  平成23年度（平成24年３月末までの速報値） ４５６人  

【主な支援メニュー】 

○ 全国ネットワークによる豊富な求人情報の提供・職業紹介・中小企業とのマッチング 

○ 求職活動に役立つ各種セミナー 

○ 担当者を決めての個別支援（定期的な求人情報の提供、応募先の選定や就職活動の進め方の相談、 

  エントリーシートや履歴書などの作成相談、面接指導など） 

○ 臨床心理士による心理的サポート 【新卒応援ハローワークの風景】 

全都道府県にワンストップで新卒者を支援する「新卒応援ハローワーク」を設置！ 

 

雇用対策法に基づく「青少年雇用機会確保指針」（※）を改正（平成22年11月15日）し、事業主が
取り組むべき措置として、学校等を卒業後少なくとも３年間は新卒として応募できるようにすることを
盛り込み、労働局・ハローワークにおいて事業主への周知を進めています。 
 

※ 雇用対策法第７条において事業主の努力義務として「青少年の雇用機会の確保」が定められており、事業主が具体的に取り組むべき事項を定めたものが「青少年雇 
  用機会確保指針」です。 
 

卒業後３年以内の既卒者を採用する事業主を支援するために、平成22年9月24日にこれらの方を採用
する事業主への奨励金制度（※）を創設しました。 
 

  【雇用開始者数】平成22年度（平成22年９月～23年３月末） １５４人  平成23年度（平成24年３月末までの速報値） ３７９人 
 
※ ３年以内の既卒者を対象にトライアル雇用を行う企業への奨励金・長期に育成支援が必要な３年以内の既卒者を対象にトライアル雇用を行う企業への奨励金・ 
  新卒扱いで３年以内の既卒者を採用する企業への奨励金 
 

「３年以内既卒者の新卒扱い」の普及に取り組んでいます！ 
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新卒者が中小・中堅企業の人事担当者に直接、仕事の内容・魅力などを直接確認・応募できるように、企業説明会や就職面接会を
開催しています。平成23年度は７回実施。 
 

さらに、高校生を対象に、学校推薦開始前の職場見学会や企業経営者などによる仕事についての講演会（キャリア探索プログラ
ム）、職場体験受け入れ先の開拓支援などを行っています。 

新卒者と中小・中堅企業とのマッチングに取り組んでいます！ 

【左：企業説明会】 【右：キャリア探索プログラム】 
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ハローワークを通じて就職に結びついた好事例 

事例1 事例２ その他の取組 
 卒業前にハローワーク登録ガイダンスを大

学で実施しハローワークの利用方法や支援の

内容等を周知した。Ｃ大学では８名が登録。ハ

ローワークにおいて一般求人の学生応募の交

渉、職業相談やジョブサポーターによる求人

等の情報の提供、電話による来所勧奨などの

支援を継続して実施。半数の４名がハロー

ワークの紹介により採用となった。 
 

 大学卒業直後に大学から勧められ大学出張

相談に参加したAさん。その後２カ月ほどは新

卒応援ハローワークに来所し数社紹介をうけ

たが不採用となり来所が途絶えた。電話や郵

送で求人情報の提供・セミナー参加案内を継

続。８月になり適性検査セミナーに参加、カウ

ンセリングを受け就職活動の方向性に間違い

がないことを確認。社会経験を積むためアル

バイトを始め多忙となるが、引き続き電話等で

求人情報を提供。２月に情報提供した求人へ

の応募を決意し、３回の履歴書作成支援の後

応募、採用となった。 

 高校卒業後は短時間のアルバイトを続けて

いたＢさん。兄の就職をきっかけに真剣に求

職活動をするようになったが、賃金だけをみて

闇雲に応募を繰り返し、書類選考で不採用と

なることが続き自信をなくしていた。相談の中

でＢさんが希望する接客業の仕事内容をほと

んど理解していないことが判明。仕事内容を

具体的に説明し、実際に店舗に行き自分が働

いているところをイメージするよう助言。志望

動機が明確になった。アルバイト経験の中で

評価された「挨拶」「明るさ」「素直さ」をアピー

ルするよう提案。面接の練習を複数回行い当

日もあがらず面接に臨めたＢさんは、希望す

る接客業で採用となった。 



 卒業前最後の集中支援201２の取組状況  
 新卒者の就職環境が依然として厳しいことを踏まえ、文部科学省、厚生労働省、経済産業省は、未内定の学
生・生徒が１人でも多く卒業までに就職できるよう、1月17日から３月末までを集中支援期間とし、「卒業前
最後の集中支援201２」を実施し、同期間中に３．５万人を就職させ、未内定卒業者を前年以下とします。 

未内定の学生・生徒を「ひとりにしない」ジョブサポーターや 
キャリアカウンセラー等の連携による個別支援の徹底 

 

【平成23年度実績（１月～３月末・速報値）】 
   相談件数  のべ１，７３７件、 就職者数３８４人 
  【平成22年度実績（１月～３月末）】 
       相談件数  のべ１，３４９件、 就職者数２２６人  

中堅・中小企業中心の就職面接会の開催 
 

 
未内定の学生・生徒も参加できる、中堅・中小企業を中心とした就職面接会を開催 

【実績（１月～３月末・速報値）】  高知市、安芸市、土佐清水市、四万十町の４会場で開催 
   開催日：平成24年１月２５日（安芸市）、２月７日（土佐清水市）、 
                        ２月１４日（四万十町）、2月22日（高知市）  
   参加企業数： ８２社  参加学生数： ８７人  就職者数：１０人  
  ※ 就職面接会の開催スケジュールは、大卒等就職情報WEB提供サービスで検索できます。  
   （http://job.gakusei.go.jp/service/231030.do?action=initDisp&screenId=231030） 

高知労働局の主な取組 

（別紙２） 

http://job.gakusei.go.jp/service/231030.do?action=initDisp&screenId=231030
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